
規

則 

 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。 

 
 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
十
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
七
条
第
一
項
中
「
並
び
に
雇
用
労
働
局
長
」
を
「
、
雇
用
労
働
局
長
、
都
市
政
策
・
公
園
局

長
、
ま
ち
づ
く
り
局
長
並
び
に
埼
玉
版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
推
進
幹
」
に
改
め
る
。 

第
九
条
第
一
項
中
「
、
企
画
幹
」
を
削
り
、
「
デ
ジ
タ
ル
政
策
幹
」
の
下
に
「
、
県
庁
舎
再
整

備
政
策
幹
」
を
加
え
、
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
画
幹
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
幹
」
を
「
防
災
Ｄ

Ｘ
政
策
幹
」
に
改
め
、
「
企
画
幹
及
び
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
画
幹
に
あ
つ
て
は
部
長
、
副
室
長
に

あ
つ
て
は
」
を
「
副
室
長
に
あ
つ
て
は
、
」
に
改
め
る
。 

第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
並
び
に
雇
用
労
働
局
長
」
を
「
、
雇
用
労
働
局
長
、
都
市
政
策
・

公
園
局
長
、
ま
ち
づ
く
り
局
長
並
び
に
埼
玉
版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
推
進
幹
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
第
十
二
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
命
等
の
保
護
の
措
置

に
つ
い
て
他
の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
又
は
委
員
会
若
し
く
は
委
員
（
都
道
府
県
知
事
並

び
に
都
道
府
県
の
委
員
会
及
び
委
員
に
限
る
。
）
に
対
し
、
応
援
を
求
め
る
こ
と
。 

 
 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
七
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
又
は
市
町
村

の
委
員
会
若
し
く
は
委
員
に
対
し
、
応
援
に
つ
い
て
指
示
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
関
係
の
あ
る
事
務
を
担
任
す
る
各
大
臣
に
対
し
、
他
の
都
道
府
県
知

事
又
は
他
の
都
道
府
県
の
委
員
会
若
し
く
は
委
員
に
応
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
求
め
る

こ
と
。 

 
 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
八
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
等
に
対
し
、

応
援
に
つ
い
て
指
示
す
る
こ
と
。 

別
表
第
二
第
十
二
号
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
若
し
く

は
生
命
等
の
保
護
の
措
置
を
講
じ
、
又
は
普
通
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
生
命
等
の
保
護
の
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措
置
に
つ
い
て
適
切
と
認
め
る
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
関
与
を
行
う
た
め
、
普
通
地

方
公
共
団
体
に
対
し
、
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
。 

 
 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
若
し
く

は
生
命
等
の
保
護
の
措
置
を
講
じ
、
又
は
普
通
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
生
命
等
の
保
護
の

措
置
に
つ
い
て
適
切
と
認
め
る
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
関

与
若
し
く
は
情
報
の
提
供
を
行
う
た
め
、
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
意
見
の
提
出
を
求

め
る
こ
と
。 

 
 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
命
等
の
保
護
の
措
置

に
つ
い
て
他
の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
又
は
委
員
会
若
し
く
は
委
員
（
都
道
府
県
知
事
並

び
に
都
道
府
県
の
委
員
会
及
び
委
員
を
除
く
。
）
に
対
し
、
応
援
を
求
め
る
こ
と
。 

 
 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
又
は
市
町
村

の
委
員
会
若
し
く
は
委
員
に
対
し
、
応
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。 

 
 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
八
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
等
に
対
し
、

事
態
発
生
市
町
村
の
長
等
を
応
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。 

別
表
第
三
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

知
事
室
長
、
部
長
、
会
計
管
理
者
、
副
部
長
等
及
び
知
事
室
長
等
所
属
職
員
の
在
宅
勤
務

に
関
す
る
こ
と
。 

別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
あ
を
あ
と
し
、
あ
か
ら
あ

ま
で
を
あ
か
ら
あ
ま
で
と
し
、
同
欄
９
中
「
あ
か
ら
あ
ま
で
」
を
「
あ
か
ら
あ
ま
で
」
に
改
め
、

同
欄
９
を
同
欄
あ
と
し
、
同
欄
８
中
「
転
任
（
」
の
下
に
「
併
任
、
併
任
の
解
任
、
兼
職
及
び
兼

職
の
解
任
並
び
に
」
を
加
え
、
「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
欄
８
を
同
欄
あ

と
し
、
同
欄
７
を
同
欄
９
と
し
、
同
欄
６
中
「
あ
つ
せ
ん
」
を
「
の
あ
つ
せ
ん
」
に
改
め
、
同
欄

６
を
同
欄
８
と
し
、
同
欄
中
２
か
ら
５
ま
で
を
４
か
ら
７
ま
で
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。 

２ 

自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
の
安
全
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
職

員
の
派
遣
の
あ
つ
せ
ん
を
求
め
る
こ
と
。 

３ 

自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
六
の
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
自
治
法
第
二
百
五

十
二
条
の
十
七
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
委
員
会
又
は
委
員
か
ら
職
員
の
派
遣
の
あ
つ
せ

ん
の
求
め
に
つ
い
て
協
議
を
受
け
る
こ
と
。 

別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
あ
中
「
副
課
長
」
を
「
課
所

長
以
上
の
職
員
の
転
任
（
併
任
、
併
任
の
解
任
、
兼
職
及
び
兼
職
の
解
任
に
限
る
。
）
並
び
に
副

課
長
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
あ
中
「
第
三
十
六
条
」
を
「
第
三
十
五
条
」
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に
改
め
、
同
表
学
事
課
の
項
第
二
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
「
第
六
十
二
条
」
を
「
第
百
三
十
五

条
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
、
同
欄

２
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
三
十
一
条
第

一
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
（
第
百
五
十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
、

同
欄
４
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
（
第
百
五

十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
五
十
条
第
二
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
百

九
条
第
三
項
（
第
百
五
十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
、
「
又
は
認
定
」
を
削
り
、
同
欄
６
中
「
第
五

十
二
条
第
二
項
（
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
百
二
十
六
条
第
三
項
（
第
百
五
十
二
条
第
六
項
」

に
改
め
、
同
欄
７
中
「
第
六
十
一
条
」
を
「
第
百
三
十
四
条
第
一
項
（
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

８ 

法
第
百
五
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
組
織
変
更
を
認
可
す
る
こ
と
。 

別
表
第
四
総
務
部
の
表
学
事
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
収
用
定
員
」
を
「
収

容
定
員
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
役
員
」
の
下
に
「
又
は
評
議
員
」
を
加
え
、
同
欄
５
中
「
第
十

四
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
監
査
事
項
を
指
定
す
る
」
を
「
監
査
方
法
を
定

め
る
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
四
環
境
部
の
表
環
境
政
策
課
の
項
第
十
三
号
を
削
り
、
同
表
温
暖
化
対
策
課
の
項
第
一

号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
二
十
一
条
第
十
三
項
（
同
条
第
十
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第

十
四
項
（
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
二
十
一
条
第
十
五
項
」
を
「
第
二
十
一
条

第
十
六
項
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
障
害
者
支
援
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
及
び
３
中
「
指
定

障
害
児
事
業
者
等
」
を
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
第
二
十
一
条

の
五
の
二
十
七
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
９
中
「
あ

及
び
あ
」
を
「
あ
か
ら1

2

ま
で
」
に
改
め
、
同
欄
あ
中
「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
に
つ
い

て
、
」
を
「
児
童
福
祉
施
設
の
」
に
改
め
、
同
表
福
祉
監
査
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄

１
及
び
３
中
「
指
定
障
害
児
事
業
者
等
」
を
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
」
に
改
め
、
同
欄

７
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
一
項
」
に
改

め
、
同
欄
８
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
二

項
」
に
改
め
、
同
表
こ
ど
も
支
援
課
の
項
第
四
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
こ
ど
も
の
貧
困
の
解
消
に
向
け
た
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に

改
め
、
同
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号

部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
国
保
医
療
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
あ
及
び
あ
を
削
り
、

同
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
あ
中
「
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
」
の
下
に
「
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
」
を
加
え
る
。 
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別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課
の
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中

「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関

す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
五
条

第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」

に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
、
同
表
金
融
課
の
項
中
第
四

号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

          

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
雇
用
労
働
課
の
項
機
関
名
の
欄
中
「
雇
用
労
働
課
」
を
「
雇
用
・

人
材
戦
略
課
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
削
り
、

第
七
号
を
第
五
号
と
し
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

              

四 

埼
玉
県
中
小
企

業
制
度
融
資
の
損

失
補
償
契
約
に
係

る
回
収
納
付
金
を

受
け
取
る
権
利
の

放
棄
に
関
す
る
条

例
（
令
和
六
年
埼

玉
県
条
例
第
五
十

三
号
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務 

埼
玉
県
中
小
企
業
制

度
融
資
の
損
失
補
償
契

約
に
係
る
回
収
納
付
金

を
受
け
取
る
権
利
の
放

棄
に
関
す
る
条
例
第
三

条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
回
収
納
付
金
を

受
け
取
る
権
利
の
放
棄

に
つ
い
て
決
定
す
る
こ

と
。 

 

 

七 

労
働
者
協
同
組

合
法
（
令
和
二
年

法
律
第
七
十
八
号
。 

以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に

 

六 

雇
用
の
分
野
に

お
け
る
男
女
の
均

等
な
機
会
及
び
待

遇
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和

四
十
七
年
法
律
第

百
十
三
号
）
の
施

行
に
関
す
る
事
務 

  

１ 

法
第
九
十
四
条
の
十
九
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
労
働 

者
協
同
組
合
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
。 

２ 

法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
労
働
者
協
同
組
合
（
次
の
３

及
び
４
に
お
い
て
「
組
合
」
と
い
う
。
） 

 

 

 

 

 

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な

機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
対
策
基
本
方
針
に
関
し
て

厚
生
労
働
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。 

 



 

        

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
中
多
様
な
働
き
方
推
進
課
の
項
を
削
り
、
同
表
雇
用
・
人
材
戦
略

課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

                 

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
８
中
「
第
十
五
条
の
四

第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
９
中
「
第
十
五
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
十

六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
五
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第

五
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
３
と
し
、
同
欄
１
中
「
第
五
十
一
条
第
三
項
」
を

「
第
五
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
１
を
同
欄
２
と
し
、
同
欄
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。 

課援支業就 

二 

青
少
年
の
雇
用

の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四

十
五
年
法
律
第
九

十
八
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

一 

障
害
者
の
雇
用

の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
（
以
下
こ 

の
項
に
お
い
て
「
法
」 

と
い
う
。
）
の
施

行
に
関
す
る
事
務 

  

青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
第
八
条
第
四
項
（
同
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
青
少
年
雇
用
対
策
方

針
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
に
意
見
を

述
べ
る
こ
と
。 

１ 

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
を
指
定
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、 

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

に
対
し
、
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す

る
こ
と
。 

３ 

法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援 

セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。 

 

 

 

 

関
す
る
事
務 

 

 

  

 

  

 

 

に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
必
要
な
措
置

を
と
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
。 

３ 

法
第
百
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
組
合
に
対
し
、
期
間
を
定
め

て
、
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停

止
又
は
役
員
の
改
選
を
命
ず
る
こ
と
。 

４ 

法
第
百
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
組
合
に
対
し
、
解
散
を
命
ず

る
こ
と
。 

 

 



１ 

法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農
地
又
は
採
草
放

牧
地
に
係
る
原
状
回
復
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
違
反
転
用
者
等
が
当
該

命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
及
び
当
該
命
令
に
係
る
土
地
の
地
番
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
公
表

す
る
こ
と
。 

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
十
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
七
条
の
五

十
六
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
十
四
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
河
川
砂
防
課
の
項
第
十
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
「
設
定
し
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
関
係
の
あ
る
市
町
村
の
長
に
通
知
し
、
及
び
一
般
に
周
知
さ
せ
る
た
め
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
」
を
「
設
定
す
る
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。 

   

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
河
川
砂
防
課
の
項
第
十
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。 

        

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
建
築
安
全
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
第
六
条
第

一
項
第
四
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
欄
あ
中
「
第
十
八
条
第
二
十
五
項
」

を
「
第
十
八
条
第
四
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
十
五
条

第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第

六
十
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
表
住
宅
課
の
項
第
七
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
８
中
「
第
六
十
八
条
」

を
「
第
六
十
九
条
」
に
改
め
、
同
欄
９
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
第
一
項
」
に
、

「
事
業
の
認
可
」
を
「
事
業
認
可
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
同
条

第
十
項
」
を
「
同
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
五
条
第
八
項
（
同
条
第
十
項
」
を
「
第

五
条
第
九
項
（
同
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
五
条
第
九
項
（
同
条
第
十
項
」
を
「
第

五
条
第
十
項
（
同
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
「
及
び
」
の
下
に
「
厚
生
労
働
大
臣
並
び
に
」
を
加

え
、
同
欄
中
あ
及
び
あ
を
削
り
、
同
欄
９
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
関
係
の
あ
る
市
町
村

の
長
に
通
知
し
、
及
び
一
般
に
周
知
さ
せ
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

１ 

法
第
三
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
標
識
の
設
置
に
伴
う
損
失
の
補
償
に
つ
い

て
の
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
に
、
収
用
委
員
会
に
裁
決
を
申
請
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、 

標
識
の
設
置
に
伴
う
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
の
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
に
、
収
用
委
員

会
に
裁
決
を
申
請
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
五
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
標
識
の
設
置
に
伴
う
損
失
の
補
償
に
つ
い

て
の
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
に
、
収
用
委
員
会
に
裁
決
を
申
請
す
る
こ
と
。 

 

12 

10 

11 



に
改
め
、
同
欄
９
を
同
欄
あ
と
し
、
同
欄
８
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

９ 

法
第
五
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
事
業
者
に
対
し
、
改
善
に
必
要
な
措
置
を
命
ず

る
こ
と
。 

 
 

法
第
五
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
居
住
安
定
援
助
計
画
の
認
定
を

取
り
消
す
こ
と
。 

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
住
宅
課
の
項
第
十
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
あ
中
「
第
五
十
条
第

一
項
」
を
「
第
七
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄1

3

を
同
欄1

6

と
し
、
同
欄1

2

中
「
第

四
十
八
条
」
を
「
第
六
十
八
条
」
に
改
め
、
同
欄
あ
を
同
欄1

5

と
し
、
同
欄
あ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
債
務
保
証
業
務
規
程
又
は
残
置
物
処
理
等
業

務
規
程
を
認
可
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
債
務
保
証
業
務
規
程
又
は
残
置
物
処
理
等
業

務
規
程
の
変
更
を
認
可
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
六
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
債
務
保
証
業
務
規
程
又
は
残
置
物
処
理
等
業

務
規
程
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
住
宅
課
の
項
第
十
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
賃
貸
住
宅
供
給
促
進
計
画
の
作
成
又
は
変

更
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
支
援
法
人
に
通
知
す
る
こ
と
。 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

別
表
第
四
環
境
部
の
表
環
境
政
策
課
の
項
第
十
三
号
を
削
る
改
正
規
定
及
び
同
表
県
土
整

備
部
の
表
河
川
砂
防
課
の
項
第
十
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
の
改
正
規
定
（
１
に
係
る
部
分

に
限
る
。
） 

令
和
七
年
七
月
一
日 

二 

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
住
宅
課
の
項
の
改
正
規
定 

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る

賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

四
十
三
号
）
の
施
行
の
日 
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